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編集後記	
 

 
アカデミック・ジャパニーズ・グループは、前年度に引き続き幹事の世代交代をはかっ

ており、AJ ジャーナル第 4 号の編集委員・アドバイザーにも新たに若手幹事が加わった。
また、前号同様、2 月の合同研究会での研究発表のフィードバックを踏まえた論考も投稿
され、研究会での発表→投稿という循環が築かれつつある。 
	
 掲載された投稿は、研究論文・研究ノートに加え、アカデミック・ジャパニーズの現場

の特徴を反映した多様な実践報告・調査報告からなっている。会員の興味関心の広がりと

深まりを象徴する構成といえよう。 
	
 Web 媒体という特性上、AJ ジャーナルの記事は、会員非会員、国内国外の別を問わず、
幅広い読者に、容易にかつ迅速にアクセスしてもらうことが可能だ。今回は投稿がなかっ

たが、チャレンジ的な実践も、短信というカテゴリーで気軽に投稿できる。会員の皆様に

は、今後もぜひ積極的に新しい試みの報告を投稿していただきたい。また、非会員の読者

の皆様には、Webジャーナルを見て本研究会に興味を抱かれたならば、ぜひ定例研究会（例
年 6 月、11 月、2 月の３回）にご参加いただき、意見や情報の交換の機会としていただき
たい。 

（編集委員長 Y.O.記） 
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